
SharePoint Cascaded Lookup 説明書 

SharePoint カスケード参照は SharePoint 標準の参照機能を拡張する強力な参照ツール

です。参照列にフィルターオプションを追加します。サイトコレクション内のサイト間に

相互参照も可能です。多くの強力なオプション以外に、カスケード参照はすべての競争相

手の中の最も反応がよい参照列です。  

営業部リストにカスケード参照列を作成したいのです。 

 

カスケード参照を使用するには、任意の SharePoint サイトまたはライブラリにカスケー

ド参照列を作成してください。 



 

列のための追加設定セクションには、要件を基づいて列をセットアップします。接続した

いサイトコレクションにおいてどのサイトで も指定してください。カスケード参照の主

要な利点はロップダウンメニューのおかげてユーザーが URL も入力する必要がないこと

で正しいサイトを識別できま す。 



 

サイトを選択した後で、情報出所のサイトとリストを指定する必要があります。これらの

2つのオプションは初期設定した後にロッ クされるために、更新しなくなります。「こ

の列」フィルタに情報出所のリストを指定する必要もあります。このセットはより柔軟で、

初期設定の後に更新でき ます。しかしこのフィルタのタイプは 1行テキストと

SharePoint 自動的な列のみ選択できます。 

この例においては、リストからアイテムを「ドキュメント」列に読み込むのに長い時間が

かかる可能性かもしれません。関連した文書を探し、長いリストのうちから正しいものを

選ぶ必要があるからです。（下でスクリーンショットを見てください） 



 

カスケード参照でもっと速くします。フィルター列または親列を指定することでアイテム

をフィルターできます。その故、正しいアイテムをずっと速く探し、ミスを犯す可能性を

減らすことができます。親とフィルター列に対する少しの要件があります。 

フィルター列として使用可能な列： 

 1 行テキスト 

 選択肢列のどのようなタイプでも 

 参照列のどのようなタイプでも（SharePoint 既定としての参照列、

SharePointBoost カスケード参照、SharePointBoost クロスサイト参照） 

親列として使用可能な列： 

 選択肢列のどのようなタイプでも 

 参照列のどのようなタイプでも（SharePoint 既定としての参照列、

SharePointBoost カスケード参照、SharePointBoost クロスサイト参照） 

親列もフィルター列も複数値または選択肢列をサポートしません。また、親列のコンテン

ツとフィルター列のコンテンツが重なっている必要があります。そうでなければ、フィル

ター列は結果何でももたらしません。 



 

カスケード参照は SharePoint アイテムの表示ウィンドウに「複数の値を許可」オプショ

ンをユーザーに提供します。この オプションを有効にするには、「ほか列を示す」セク

ションに表示したい列を追加します。列を上下に移動することによってアイテムの表示ウ

ィンドウに列の表 示順序を指定できます。 



 

フィルター列のみ指定して親列を指定しません場合には、新しいアイテムを新規する時に

カスケード参照はフィルターフィールドを表示します。フィルターなしを選択したら、す

べてのアイテムが表示されます。 



 

フィルター列をセットすると、ドロップ タウン メニューにフィルタ選択された結果の

み表示されます。例えば、この例においての営業部にとってフィルター列は photo ですか

ら、ドロップ タウン メニューに photo を含むアイテムのみが表示されます。 



 

親列を指定することによって、選択可能なオプションは自動的にフィルターされます。そ

のために親列のコンテンツとフィルター列 のコンテンツとマッチするオプションのみ表

示されます。親列は選択肢列または参照列でなければなりません。この点をご注意くださ

い。フィルタが作動するよ うに、親列のコンテンツとフィルター列のコンテンツと一致

する必要があります。 



 

新しいアイテムが新規されると、列の値は自動的に親列の値にマッチします。この例では、

通信事業部門のみのドキュメントは表示します。 



 

また、ユーザーは複数値の選択も許可です。そうするには、複数の値を許可チェックボッ

クスをオンにしてください。 



アイテムを編集するか、または追加する時には、カスケード参照列のインターフェイス複

数選択できるようになります。 

 

このオプションを後で無効にする場合には、データは失われます。ご注意ください。複数

の値でしたら、通知ウェンドウが表示されて、一番目のアイテムのみ保存できるとユーザ

ーに通知します。 

 

ユーザーもカスケードによってデータシートで編集できます。SharePoint 既定な参照へ

変換する必要なくてデータシート で直接編集することでカスケード参照をもっと速くて、

もっと便利にします。参照フィルタは複数値を許可すれば、データシートで編集できませ

ん。また、 SharePoint の制限のため、フィルタはデータシートビューで差し込みません。

従って、すべてのアイテムは選択肢としてドロップダウンメニューに表 示されます。 



 

特定したフィルター条件を満たすアイテムはありません場合には、すべてのアイテムは表

示されることも可能です。既定では、フィルター条件を満たすアイテムはありません場合

には、カスケード参照ですべてのアイテムは表示されます。フィルタの追加オプションセ

クションに「フィルタ標準に一致するアイテムが存在しない場合には、空のフィールド

を表示する」チェックボックスをオンにして、アイテムは表示されません。  



 

このオプションを開始する場合には、ドロップタウンメニューまたは選択ボックスは空に

なり、すべてのアイテムは表示されません。 



 

このオプションを無効にして、フィルター条件に満たすアイテムはありません場合には、

フィルター条件に満たすアイテムはないので、すべてのアイテムが表示されますという通

知はドロップタウンメニューまたは選択ボックスの下に表示されます。 



SharePoint 既定の参照列または SharePointBoost クロスサイト参照列をカスケード参

照列に変換するには、まず上での説明のように、カスケード参照列を作成します。その後、

「既定の SharePoint 参照列からカスケード参照列へ変換するには、ここをクリックして

ください」というリンクをクリックしてください。 

 

以下のウェンドウから、カスケード参照列へ変換したい参照列を選択してください。 

 

OK キーを押してから、カスケード参照の設定ページが開きます。ユーザーは上のように

編集できます。情報の出所リストは後で変更できませんですから、ご慎重に選択します。 



 

カスケード参照列から SharePoint 参照列へ変換するには、オリジナル SharePoint 参照列

タイプへ変換(カスケード参照機能を使用中止)チェックボックスをオンにしてください。 



 

このチェックボックスをオンにした後で、通知ウェンドウは自動的にポップアップします。

カスケード参照列から他の列へ変換する場合には、ある情報は失われる可能性があるとユ

ーザーに警告します。 

 

列の変更ページにをクリックして確認します。その後、リストのカスタマイズページに移

動して、この列は SharePoint 既定な参照列として表示されます。 

この SharePoint 既定な参照列をカスケード参照列へ再変換する場合には、

SharePointBoost は統合記憶機能を提供して、すべての以前の設定に戻せます。カスケー

ド参照列は情報出所のサイトとリストを自動的に指定して、上のように再作成する必要は 

ありません。 

 


